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１．概要（Summary） 

ECMO ( extracorporeal membrane oxygenation )

等の体外循環機器の血栓問題の解決に向け、血栓モニ

タリング用の超小型・光学式センサシステムの開発を目指

している。スマートフォンや車載向けなどの半導体製品と

比較して、医療に向けた機器は小ロットとなるため大規模

な初期投資を行うことは現実的ではない。そのため半導

体・MEMS 技術を活用した医療向け機器の研究開発で

はで基礎的検証のための少量試作、実証試験に向けた

中量試作と段階的に試作可能な環境が非常に重要であ

る。本研究では共同研究開発センターの設備を利用して

血栓センサ用 CMOS-IC チップを開発し、その後の実証

試験に向けて 100チップの量産を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

CMOS プロセス関連装置全般（マニュアルプローバー、

デバイスアナライザ、コータ/デベロッパ、ステッパ、酸化炉、

リアクティブイオンエッチャー、イオン注入装置、スパッタ

装置、高速熱処理装置、EDAツール、他） 

【実験方法】 

レイアウト設計後、共同研究開発センターの標準的

CMOS レシピにメタル層を 1 層追加して 3 層配線とした

CMOS-IC を試作した（Fig.１）。その後、デバイステスタ

等の評価装置によってCMOS-ICの多段アンプ回路やフ

ォトダイオードといった各素子の特性評価を実施した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

2 インチウェハ 3 枚を製造し、目標 100 チップに対し

190 チップの良品が得られた。歩留まりは 0.51 と標準レ

シピより低くなった。これはメタル配線層のコンタクト不良が

原因であるが、メタル配線層の 1 層追加は今回初めて行

ったものであり、今後レシピの調整で十分改善可能なもの

と考えられる。本研究ではセンサデバイスを開発し早期に

実証を目指しており、歩留まりを高めることよりも必要数の

良品サンプルを早期に準備できることが優先される。 
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Fig.1 Custom CMOS-IC for optical sensing 


